
可
観
小
股
巻
十
七

或
時
藤
堂
泉
州
の
宅
へ
、
微
妙
公
・
井
伊
掃
部
頭
殿
等
御
饗
廠
の
時
、

色
々
軍
唱
し
に
成
る
。
掃
部
殿
被
申
候
は
、
惣
て
大
人
数
は
つ
か
は

れ
ぬ
も
の
と
見
え
た
り
o
小
人
数
の
作
法
調
ひ
た
る
は
、
大
人
数
に
も

切
勝
ぺ
き
者
也
と
云
ふ
o
徴
妙
公
、
い
や
そ
れ
も
事
に
依
る
ぺ
し
。
我

等
を
そ
危
た
な
ど
に
被
仰
付
候
と
も
‘
国
境
へ
も
入
立
申
間
敷
候
。

叉
賞
殿
を
我
等
に
被
仰
付
候
共
、
我
等
参
迄
も
な
く
、
家
老
一
商
人
申

付
、
朝
掛
に
も
仕
廻
可
申
候
。
左
様
の
時
は
叉
大
人
数
も
能
く
候
と

仰
せ
け
り
。
婦
部
殿
御
返
答
た
〈
、
座
上
少
し
き
づ
ま
り
に
成
る
o
御

供
に
横
山
大
勝
・
奥
村
河
内
罷
越
、
御
次
へ
迄
詰
懸
候
鹿
‘
泉
州
御
覧
‘

各
は
何
故
是
迄
被
参
候
哉
、
沙
汰
の
限
と
の
事
に
て
饗
膳
出
づ
。

一
、
梶
川
瀬
左
衛
門
惟
子
の
陣
初
級

大
坂
夏
障
に
梶
川
踊
左
衛
門
、
地
白
染
惟
子
の
符
を
切
て
初
織
に
し
、

普
馬
に
乗
て
駈
廻
る
体
一
段
見
事
也
。
惣

τ武
士
は
道
具
の
結
構
に

見
ゆ
る
佐
平
家
の
公
建
の
様
子
に
て
あ
し
h
o

一
、
瑞
能
公
と
本
能
寺
の
兇
愛

天
正
十
年
端
飽
公
は
安
土
披
下
に
被
成
御
座
候
蕗
‘
御
前
様
御
同
道

上
京
被
成
、
京
都
御
見
物
可
被
成
と
の
儀
に
て
、
六
月
二
日
未
明
に

安
土
を
御
出
で
勢
岡
迄
被
成
候
庭
、
京
の
方
よ
り
走
来
る
も
の
あ
り
。

川
久
次
・
三
輪
作
蔵
・
綿
一
・
山
森
伊
織
側
勝
一
・
吉
岡
忠
，
次
郎
総
妨
崎
勘

右
衛
門
也
。
五
日
に
は
光
秀
安
土
へ
来
る
と
て
上
下
の
騒
動
不
斜
。

公
も
無
人
に
て
安
土
に
被
成
御
座
候
事
如
何
と

τ、
江
州
日
野
へ
御

越
。
蒲
生
氏
郷
は
御
相
聾
故
也
。
但
安
土
明
智
方
よ
り
氏
郷
へ
使
者

の
往
来
、
櫛
の
歯
を
引
く
ど
と
し
。
互
の
口
一
般

E
て
不
知
。
公
も
如
何

思
召
候
哉
、
氏
郷
を
頼
居
た
る
浪
人
の
有
け
る
を
御
呼
出
し
、
我
等

は
是
よ
り
勢
州
信
雄
公
へ
参
也
。
以
後
縫
に
て
も
光
秀
に
敵
謝
の
人

と
一
味
可
仕
候
問
、
共
御
心
得
あ
れ
と
、
氏
郷
へ
申
し
て
く
れ
よ
と
被

仰
置
、
主
従
七
人
民
て
勢
州
松
ク
島
へ
御
越
也
。
時
に
公
二
十
一
歳
。

扱
信
雄
は
公
へ
封
筒
し
御
愁
嘆
不
大
形
。
利
長
公
被
仰
候
は
、
御
愁
嘆

御
方
、
乍
惇
御
同
然
に
御
座
候
。
御
弔
合
戦
は
如
何
思
召
候
哉
と
也
。

共
時
信
雄
涙
を
押

τ、
何
弔
合
戦
と
宜
ふ
か
と
有
り
。
中
々
只
今
に
て

御
座
候
。
御
意
次
第
是
よ
り
日
野
へ
御
伎
と
し
℃
罷
越
し
、
部
生
に

御
先
手
御
額
と
可
申
聞
と
あ
り
け
れ
ば
、
信
雄
御
満
足
被
成
、
氏
郷

へ
の
御
使
御
頼
、
家
中
陳
鯖
也
。
公
は
又
日
野
へ
御
越
し
、
右
の
御
使

被
仰
入
候
庭
、
一
回
識
に
も
不
及
御
諦
被
申
上
、
公
と
共
に
氏
郷
安
土

へ
被
参
候
庭
、
光
秀
は
畿
内
を
銀
ん
と
て
安
土
に
は
明
智
左
馬
助
を

残
し
置
、
披
州
勝
立
寺
へ
行
ぬ
と
。
恒
川
監
物
話
と
て
恒
川
繍
仁
云
。

可
観
小
説
巻
十
七
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何
者
と
見
る
底
に
、
信
長
公
の
草
履
取
が
ん
ま
く
と
い
ふ
者
也
。
端
龍

公
に
向
て
、
是
は
何
方
へ
御
越
被
成
候
哉
、
上
様
は
今
朝
明
智
謀
叛
に

て
御
腹
め
さ
れ
候
。
念
ぎ
御
引
返
し
可
被
成
と
云
ふ
o
上
下
あ
っ
と

云
て
手
足
も
左
ゆ
る
也
。
公
は
少
し
も
驚
き
不
給
、
念
ぎ
内
所
を
形
付

度
思
ふ
。
能
州
迄
は
遠
路
也
。
在
所
尾
州
荒
子
へ
可
遣
と
あ
る
所
K

・

御
乗
物
昇
非
、
御
供
不
罷
成
と
い
ふ
。
御
供
の
士
中
K
.
〈
き
奴
部
品
哉
首

切
ん
と
云
ふ
。
公
目
、
い
や
/
¥
我
等
が
妻
女
を
形
付
る
に
迷
惑
す
る

も
、
六
尺
共
の
妻
子
を
無
心
元
訟
も
ふ
も
同
然
也
o
暇
を
と
ら
せ
可
譜

と
て
、
却
で
銀
子
被
下
御
暇
也
。
扱
奥
村
次
右
衛
門
・
恒
川
久
次
臨
阪
、

御
前
様
御
供
し
荒
子
へ
可
参
と
被
仰
付
。
雨
入
、
長
候
得
共
同
裁
は
是

に
て
御
奉
公
仕
度
と
申
け
れ
ど
も
、
公
去
。
是
に
て
の
奉
公
よ
り
十
倍

也
。
念
ぎ
内
所
の
供
を
し
荒
子
へ
形
付
く
れ
よ
。
在
所
に
有
付
候
は
ど

念
ぎ
可
来
と
御
意
也
。
此
上
は
不
及
是
非
‘
御
奉
公
は
同
事
也
と
て
、

御
召
替
の
御
馬
氏
御
前
を
震
召
、
雨
入
御
馬
の
口
を
取
り
尾
州
へ
行

き
ぬ
。
道
す
が
ら
野
伏
起
て
前
を
慈
り
候
蕗
‘
種
々
謀
を
還
し
て
荒

子
へ
参
る
。
御
在
所
故
に
御
馳
走
の
者
許
多
あ
り
て
、
心
安
く
御
有
付

也
。
雨
入
は
取
て
返
し
翌
日
安
土
へ
来
る
。
公
甚
だ
御
喜
悦
也
。
此

時
隆
々
の
者
共
多
は
欠
溶
し
た
り
。
留
る
者
六
人
奥
村
次
右
衛
門
・
恒

E
F必時
v・1t
h
e
-
せ
b
u
t
z

一
、
山
田
八
右
衛
門
跡
遁
橋
を
乗
打

山
田
八
右
衛
門
は
元
来
播
州
三
木
別
所
が
匡
也
。
勇
謀
の
者
に
て
別

所
滅
後
閥
白
秀
次
へ
被
召
出
。
一
子
勘
八
と
い
ふ
。
叉
を
ひ
に
新
八

と
い
ふ
浪
人
あ
り
て
か
L
り
を
る
。
新
八
作
法
不
定
、
八
右
衛
門
集

に
不
入
常
に
異
見
を
加
ふ
。
身
代
の
事
は
不
肝
入
。
三
年
あ
り
て
或

時
新
八
、
勘
八
へ
云
け
る
は
、
共
方
の
父
は
我
等
が
震
に
は
伯
父
也
。

か
様
に
久
々
額
て
居
れ
ど
も
可
然
事
も
な
し
。
い
つ
迄
か
く
流
浪
し

諸
人
に
商
を
向
ん
よ
り
は
.
自
殺
し
て
死
な
ん
と
去
ふ
。
第
一
八
右

衛
門
し
は
き
故
に
、
我
等
身
代
有
付
ぽ
物
入
に
て
如
此
と
云
。
勘
八

開

τ共
方
腹
立
も
克
也
。
貨
に
.
腹
を
切
ん
と
-h
も
ふ
・
か
と
云
ふ
。
中

々
士
と
し
て
協
は
い
は
ぬ
と
云
ふ
。
然
ら
ぽ
待
給
へ
、
親
・
に
一
往
可
致

談
合
と
て
、
八
右
衛
門
へ
申
け
る
は
、
新
八
久
々
浪
人
い
た
し
共
身
も

退
屈
仕
た
る
休
也
。
何
方
へ
ぞ
身
代
御
有
付
可
被
成
哉
と
去
ふ
。
八
右

衛
門
聞
い
て
、
あ
の
う
つ
け
に
て
何
の
奉
公
可
成
と
云
ふ
。
勘
八
云
。

士
は
飴
の
不
調
法
は
不
普
候
。
於
士
道
は
新
八
何
方
へ
参
候
て
も
.

御
苗
字
を
汚
し
申
間
敷
候
と
色
々
い
へ
左
も
不
同
心
。
勘
八
云
。
左

様
に
被
仰
候
て
、
若
し
新
八
腹
を
切
候
は
ピ
如
何
と
云
。
八
右
衛
門
念

て
腹
を
可
切
仔
細
は
如
何
と
云
ふ
。
勘
八
一
去
。
久
々
.
浪
人
に
て
諸
人
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